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黄   名 時
目 次
一。はじめに
二.“破鏡"をめぐる伝説
三.鏡の副葬状態
四.半折鏡の習俗
五.まとめにかえて
……. はじ屁河こ
今日中国語でよく用いられる言葉の一つに “破鏡"というのがある。“破鏡"といえ
ば常用語として「破鏡不重回」,「破鏡不再照」,「破鏡難園」,また洒落言葉として「破
鏡子― 靡 了」
①,「破攻璃鏡― 各投各眼」
(2)など,言わば “覆水盆に返らず"に似
た縁起の悪いネガティブな用語が比較的多い。
一方,ポジティブな意味では唯一「破鏡重園」という言い回しが用いられる。かけ
言葉で「破鏡重回」と言えば後ろに「好了起来」(3)がくる。今日「破鏡重回」の句を使っ
た実用例文としては,例えば次のようなものが挙げられる。
①他伐到了解放前失散的妻子,破鏡重回,親友個都替他個高興。
(彼は解放前に離散した妻を捜し当て,また元通り暮らせることになったので親戚友
人一同,彼らのために喜んだ。)『漢語成語小餅典』商務印書舘
②経過抗戦八年動簡し,這封離散的夫妻終於破鏡重園。
(抗日戦争8年の動乱期を経たあと,散り散りになっていたこの夫婦はついにまた巡
り会うことができた。)『五用成語詞典』學林出版社
③由於戦需し離散了十年的夫妻又破鏡重園了。
(戦乱のため10年も別れ別れになった夫婦が,また巡り会った。)『中国語熟語辞典』
東方書店
④抗日戦争勝利後,他個夫妻破鏡重回,喜出望外。
(抗日戦争が勝利をおさめた後,あの夫婦は又一緒になれたので,大喜びした。)『新
編成語多用詞典』金盾出版社 0北京
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⑤由於戦簡[的開係,使得這封夫妻離散多年,今天他個終於能破鏡重回了,員令人高興。
(戦乱のため, この夫婦は何年間も離別を余儀なくされたが,ついに今日再び巡り会
うことができた。本当に喜ばしいことだ。)『費用成語辞典』故郷出版・壼湾
⑥他イ門夫婦価破鏡重園的故事,説起末員叫人感動得流涙。
(彼ら夫婦が再びいっしょになれた物語は,実に感動的で涙を誘う。)『中国成語辞典』
東方書店
⑦這封夫妻経十年離散,今天得以「破鏡重園」,不禁抱頭痛哭,悲喜交集。
(十年間も離散していたこの夫妻は今日再会し,元通 リー 緒に暮らせるので両者思わ
ず抱き合って大声で泣き,悲喜こもごもの心境であった。)『八用中文成語辞典』涯
通書店・香港
③一魏到他個夫妻破鏡重園的消息,親友個都彼高興。
(あの離散夫婦がまた元のように団円したことを聞いて,親族・友達みんなが嬉しく
思った。)『成語典故故事選』黒龍江人民出版社
⑨嘉到這封破鏡重園的夫妻後末生活得彼好,我個都彼高興。
(心ならずも離れ離れになっていたこの夫婦が再会し,その後,仲良く暮らしている
のを聞いて,私達はとても嬉しい。)『五用成語詞典』學林出版社
以上の用例から今日,「破鏡重園」とは,“離散した夫婦が再び一緒になったり,別
離の夫婦がまた巡り会う''といった意味で使われることが知られよう。用法としては
①～③のように述語構造に用いられる例が多く,⑨の限定語の使い方は少ない。
“破鏡"のポジティブな用法である「破鏡重園」の表現はこのように意外に多用さ
れるのであるが,それらはいずれも夫婦の間のこととして用いられている。その語源
はいったい何に基づくのであろうか。小稿では「破鏡 (重園)」の原義をたどるために,
先ず古代の文献説話の中からその伝承に係わる故事資料を拾い出し,つづいてそのよ
うな “鏡を破る"風習が実際にあったかどうかを考えるために,古墓に副葬された半
折鏡の考古史料を検討してみたい。これによって “破鏡"の用語のルーツ並びにその
実用の習俗について考究し,以て「破鏡重回」に対する古代人の考え方の一斑をうか
がうことにしたい。
まず最初に “破鏡"をめぐる故事伝説をみてみよう。
二.“破鏡"をめぐる伝説
“破鏡"の伝承が説話の形をとって今日に伝えられたと考えられるものに『神異経』
ならびに『楊素』の故事伝説がある。“破鏡"をめぐる伝説としてはこの二篇が重要で
あるので,各々 その原文と全訳を示そう。
-202-
「破鏡 (重園)」 の伝承とその習俗
(1)『神異経』一――「破鏡難回」の悲哀
昔有夫婦路別,破鏡,人執半以篤信。其妻興人通,其鏡化鵠飛至夫前,其夫
乃知之。後人因鐸鏡篤鵠安背上, 自此始也。(『太平御覧』巻七一七 (鏡)引)(4)
その音,ある夫婦が (都合によりやむを得ず暫く)離れて暮らすことになり,一枚
の鏡を二つに破ってそれぞれ半分を所持し (他日再会の時の)証とした。ところがそ
の妻が他人と通じたところ,持っていたその鏡片が鵠 (カササギ)と化して夫の元に
飛んで行った。それで夫がそのことを知った。後世の人が鏡背に鵠の図柄を鋳造する
のは, このことから始まったのである。
この説話の冒頭部にある「音有夫婦鷺別,破鏡,人執半以篤信」の叙述から,古代
中国において夫婦の別離に際し,変わらぬ愛情の証として鏡を二つに割り各自一片ず
つ持ち合う風習があったらしいことが推測されるが, このような語り伝えが実際の習
俗として存在していたかどうかについては後述することにしたい。
このように,“破鏡"の原義とは,夫婦が事情あって離れて暮らす際に半折して持ち
合う半欠鏡のことであり,それは言わば一種の割符であって,“鏡を破る"のは夫婦の
再会を意図した行為であった。ス トー リーとしては当初,夫婦の再会と “破鏡"の再
円を約し,一面の鏡を割って証としたが,妻が別の男と密通して「破軽」或いは「破
罐子」の不倫女に堕したことから思わぬ展開になる。そして,結果としてハートが破
れたことにより破れた鏡は再び元の形に復することなく,それは“覆水収め難し"(5)と
いう,夫婦仲の戻らない「破鏡難園」の破局に至る。即ち,“破鏡再び照らさず"に終
わるわけで,「墜歓重拾」とか「言婦於好」等の成立は想定できない。この物語は,結
論として言えば,鏡を割ったことが結果的にそのまま別れに繋がったわけで,破れた
鏡は元の形に戻ることはなかった。漢語の「破鏡不重照,落花難上枝」(『博燈録』一
七)とか或いは日本語の “破鏡の嘆き"や“破鏡の嘆を見る"といった語句が,夫婦
のよりを戻すことができず,仲の破れて離縁する悲哀に喩えて用いられるのはこのよ
うな経緯からくるものと思われる。
ここに中国の現代小説における「破鏡難回」の例文を一つ挙げておこう。
`優妊子囃./'姐的涙又像断了綾的珍珠一様演落下末。` 破鏡難園,濃水難収,'
早知今日,悔不営初。我咋還有瞼去迎接他嘱?(徐慎『櫻桃湾』)
(“おばかさんね。"と,おねえさんの涙は糸に通した真珠がまた切れたように流れ
落ちた。“破鏡は再び円くなり難し,覆水は盆に返らず。''こんなことになると知って
いたら,最初から止めておけばよかった。今更どんな顔をして彼のことを迎えに行け
るというの?)
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さて,半欠の鏡が鵠となって飛んで行くというくだりであるが, これは鵠が夫婦間
の愛情状態の伝達をする使者の役割を果たしたと解されよう。半欠鏡の鵠への変身は,
鏡によって愛情の有無が証明されることを物語っている。半折鏡は言わば夫婦の変わ
らぬ愛情の証となる大切な品である。この片われの鏡が鵠になってもう一方のほうに
飛来し,不倫が発覚したため妻が離縁になったとは正に “破鏡"の悲劇といえよう。
『神異経』における “破鏡"は結果的に肯定的役割を担わされておらず,悲しい結末
に終わっている。総じて言えば,“破鏡"の「重園」なるを期したが結果として「難園」
に終わったと言えよう。『神異経』の “破鏡"は,皮肉にも後世,“夫婦の離縁"もし
くは “離婚夫婦"の意に用いられ,今日に至ってもそのネガティブな比喩の典型とし
て引用される。
次に,いくつかの問題点について論を進めよう。
原文に「鏡化鵠飛至夫前,其夫乃知之」とあるが, もともと鵠については夫婦や恋
人の間の橋渡しをするという,いわゆる「鵠橋相会」(喜鵠搭橋)(6)とぃう漢代の民間
伝説があった。鵠の渡す橋とは,陰暦の七夕の夜,牽牛に会うため織女が天の川を渡
るのに鵠がその翼をつらねて架け渡すという橋のことである。ここには鵠が男女間の
仲立ちをするというポジテイブな役割が認められる。
それは日本でも,いわゆる “鵠の橋''として知られるものである。例えば身近な例
では大阪府枚方市の天野川にかかる「かささぎ橋」が実際見られるが, これもこの七
夕伝説に由来するものである。
もともと「喜鵠登梅報佳音」と言われるように,鵠はめでたい知らせを告げる縁起
のよい吉鳥とされ,「鵠声」は喜びごとの前兆であるといわれる。だが,『神異経』で
は,鵠が単に妻の不義を夫に知らせる “伝書鳩"的役割を担ったのみで, しかも吉報
をもたらさなかった。
『神異経』では,夫婦が所持していた鏡の紋様は明らかにしていないが,後の人が
鵠の図柄の入った鏡を鋳造するようになったという。現在見られる唐鏡に鵠の図像が
鋳造された所謂“鵠鏡"(7)が存在するが, この鵠の鏡には多くの種類がある。ここに代
表的な鏡例として図1の唆 鵠鴛喬鏡」,図2の唆 鵠卿綬飛龍葵花鏡」および図3の
「鵠邊花枝鏡」の三種類を挙げておこう。このような鏡の図柄は,前述の七夕伝説や
説話の叙述と関連があるものと思われる。今日装飾に用いられる一対の「喜鵠」(カサ
サギ)が並んだ図案は縁起もので, 2羽の鵠は「雙喜字」即ち「書」に通じる。二重
の慶事を象徴し,結婚等の祝い事に用いられる。唐鏡に現れた双鵠図はつがいの鵠を
表しており, この種の図柄の淵源の一つになったものと思われる。
つづいて,説話の成立年代にかかわる問題点を指摘しておこう。ここで注意される
のは鏡が鵠に変わったというくだりであり,そして後世において鏡に鵠を鋳造するの
はこれによリスタートした,という点である。これについては説話が書かれた年代と,
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いわゆる “鵠鏡"の鋳造年代をめぐって時代上出入りがあり,解釈においていくつか
の疑問点が提起できる。以下にその年代の可能性をめぐって少しく述べてみたい。
まず, この説話においては,昔話として半折の鏡が鵠となって飛んでいったこと,
そして後世の人が鏡に鵠の図像を背面に鋳るようになったのはこの昔話に由来するこ
とが述べられている。古来『神異経』の作者は前漢の東方朔とされてきたが,今日で
はそれは六朝時期の文人の作とするのが定説になっている(3)。しかし,ここにいう鵠の
鏡類は今日存在する鏡を見る限り六朝鏡にはなく,図柄のはっきりした明確な“鵠鏡"
は,唐鏡の中にいくつか類例がある。元来,鵠は燕雀目の鳥とされるが,その図像に
ついては前述の如く,喜鵠が綬をくわえ翼を広げて飛翔する図2および,双鵠と鴛蕎
が鉦を巡る図10図3の唐墓出土鏡がある。このような鵠を鏡背の主題のモチーフと
した鏡の出現は漢代や六朝時代ではなく,鸞,鳳凰,鵜鵜,鴛鳶,孔雀,雁,鶏鵡,
鶴等めでたいとされる鳥類の図柄を主題とした鏡類と同様,早くとも盛唐期 (七世紀
末～八世紀中葉)を待たなくてはならない。比翼の鵠がくわえる“綬"(リボン)は音
が “寿"に通じ,長寿を表す。この種の鏡の流行した時期は今日の出土資料から見る
と盛唐から中唐にかけてである。すでに述べたが,“鵠鏡"の鋳造は七夕伝説や『神異
組』等の物語が背景にあるのであって,鏡の紋様としては唐代において初めて一つの
図柄として結実したものと思われる(9)。
従って,“鵠鏡"が唐代の産物であるとすれば, ここで考えられることは,
①定説に従い,『神異経』の作られたのが六朝時代だとして, この説話に述べられた
「後人因鋳鏡篤鵠安背上」の “後人"が後の時代の人たち (即ち唐人)を指すという
考え方を取るなら,``鵠鏡"の製作年代は一致するが,作者は後世のできごとをあらか
じめ述べたことになる。即ち,話が後世の予測ないし予言になる。
②この「後人因鋳鏡篤鵠安背上」が実際の鏡作りの作風や習俗を現すものであると
すれば,“鵠鏡"の実際の鋳造年代から推して,『神異経』の説話の完成した時期は六
朝ではなく,その後の唐代と考えるのが自然であろう。つまり,六朝時期とされるこ
の説話の著述年代そのものが唐代まで下るということである。
③鏡の鵠図の鋳造説明が六朝文人の空想であり,それが六朝時代の実際の作鏡状況
とは全く懸け離れた一つの作り話だとすれば,後の唐代の “鵠鏡"類の鋳造はこの種
の六朝説話 (更に遡って漢代の七夕伝説)等に基づいて行われたことになろう。
しかし,それにしても,後の人が “鵠鏡"を鋳造するようになったのはこの音話に
より始まったという “後人"をめぐる解釈は難しい。上記のうち①は解釈に無理があ
り,説得力がない。筆者はこのうちの②の考え方を取 りたい。つまり,今日見られる
唐代の“鵠鏡"の製作状況から,『神異経』の説話の作者は六朝人ではなく唐人であり,
また唐人によって鏡背に鵠の図柄が鋳られるようになったと読みたい。
『神異経』では,離別に当り鏡を破って他日の「再園」を期したが,結果として破
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れた鏡は「難回」となった。これに対し,破鏡がめでたく “重回"したという説話を
次に取 り上げよう。
(2)『楊素』―
 「破鏡重回」の喜悦
『神異経』の“破鏡"が皮肉にも妻の不義を暴露するというネガティブなス トー リー
であったのに対して,“破鏡"がついに夫婦間のハッピ ・ーエンドをもたらしたという
ポジティブな物語を展開したのが以下に見る唐代伝奇『楊素』である。これは成語『破
鏡重園』の典故になったと考えられる逸話であり,そのス トー リーの全容は次の如く
である。
陳太子舎人徐徳言之妻。後主叔賓之妹。
封榮昌公主。才色冠絶。徳言篤太子舎人。方
属時乱。恐不相保。謂其妻日。以君之才容。
國亡必入権豪之家。斯永絶臭。償情縁未断。
猶莫相見。宜有以信之。乃破一鏡。各執其半。
約曰。他日必以正月望賣於都市。我営在。即
以是日訪之。及陳亡。其妻果入越公楊素之家。
寵要殊厚。徳言流離辛苦。僅能至京。遂以正
月望訪於都市。有蒼頭賣半鏡者。大高其債。
人皆笑之。徳言直引至其居。予食。具言其故。
出半鏡以合之。乃題詩日。鏡興人倶去。鏡帰
人不帰。無復姑蛾影。空留明月輝。陳氏得詩。
沸泣不食。素知之。愴然改容。即召徳言。還
其妻。働厚遺之。聞者無不感嘆。傷興徳言陳   図11.「破鏡重回」図
氏偕飲。令陳氏篤詩曰。今日何遷次。新官封奮官。笑喘倶不敢。方験作人難。遂
輿徳言帰江南。党以終老。出本事詩 (『太平廣記』巻一六六 氣義一・楊素)(10)
南朝陳の太子侍従の徐徳言の妻は,陳王朝最後の君主陳叔宝の妹で,楽昌公主に封
ぜられ,才色ともに秀でていた。徐徳言は肺馬都尉の官に任じられたが,世の中がま
もなく戦乱に陥ることを見てとって,そうなれば二人は恐らく一緒に居られなくなる
だろうと思い,妻に向かって,“君の才能と美貌からすると,国が破れれば,必ずや権
力者か富豪の家に (そばめとして)連れて行かれることになるだろう。そうなれば,
二人の仲は一生断たれてしまう。だが, もし夫婦の縁がまだ切れていなければ,必ず
また会おう。その時のために,何かを (再会のための)証としよう./''と言って,一
面の鏡を割り各々半分ずつ持つことにした。そして,“(万が一の時には)今度の正月
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十五日 (“元宵節")の日に必ず街でこの鏡を売りに出してくれ。もし私が生きていた
ら,その日に尋ねて行くから"と約束した。やがて陳が (隋に)亡ぼされたあと,二
人は離散し,徐徳言の妻は果たして隋の越国公になった楊素の元に囲われ,至極寵愛
をうけた。一方,徐徳言は苦労と流浪の末,やっとの思いで都 (長安)にたどり着く
ことができた。そして,正月十五日に鏡を求めて街を訪れると,一人の下僕が半欠の
鏡を売っていたが,極めて高い値段を付けているので人々から笑われていた。徐徳言
はその男をまっすぐ自分の宿所に連れて行き,食事を与え詳細にわけを話したあと,
自分の半欠鏡を取り出して合わせると,思わず鏡の背に “破鏡の詩"を一首書きつけ
た : “鏡 人とともに去り,鏡 帰れど人 帰らず。復び姑蛾の影はなく,空しく明
月の輝くを留むのみ。"徐徳言の妻はその詩を見て泣き,悲しみの余り食事も喉を通ら
なかった。楊素は事情を知ると,哀れさに心打たれ,すぐに徐徳言を召し出して,そ
の妻を返した上に手厚い贈物をした。このことを聞いた人で感動しない者は一人もい
なかった。楊素は更に徐徳言とその妻の再会を祝って酒宴を設け,その席で彼女に詩
を作らせた。その詩にいう: “今日は何の儀式なるか,新しき官の古き官と対面する
は。笑うも泣くもともに叶わず,人として生くることの難きを知る。"こうして団彙の
あと,楽昌公主は徐徳言に従って江南に戻り,終生共に円満に暮らしたのである。
“破鏡"には上述の『神異経』の「破鏡難園」の物語があったが,『神異経』の後を
受けて作られたのが,夫婦の離散後,再会して最後に二人の大団円となったこの『楊
素』の「破鏡重園」のス トー リーである。
だが,「破鏡重園」は実に容易ではない。この物語からは不幸な「破鏡難園」の紆余
曲折を経て「破鏡重回」へ至ったことが読み取れよう。即ち,夫婦が他日の再会・団
円を約して鏡を三分し,二人の離散後,夫が片われの鏡を得て妻の所在を知ったが,
すでに妻は他人の女となっていた。徐徳言の詩作「鏡興人倶去,鏡掃人不帰,無復姉
蛾影,空留明月輝」は,鏡が手元に戻ったものの妻楽昌の姿はなく,ただ鏡だけが明
月の如く空しく輝いている, と詠ずる。鏡を月に喩えているが, これはその時点での
“破鏡の憂い"と解されよう。
もともと楽昌公主が楊素に囲われたことは,表面的には他の男と一緒になったとい
う展開であり, この点では『神異経』の「其妻興人通」と変わりがない。だが, ここ
で作者孟楽は “牽牛織女"タイプの世にも稀なる相愛夫婦による奇跡のドラマを脳裏
に思い描いたのであろう。こうしてス トー リーを転換させ,離散夫婦の「難園」の憂
いを克服して最後に二人の喜びの団円を果たし,めでたしめでたしの定番に導いたの
である。ここに “破鏡"の本来の意味の “破鏡再び合う''という物語が完成した。だ
が,楊素(H)もひとかどの人物であり,その恩情の厚さに楽昌は胸打たれ涙したに違い
ない。最後の祝宴における楽昌公主の詩は印象的である。“今日は一体何たる巡 り合わ
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せなのでしょう, この主人と今までの夫が顔を合わせるなんて。笑うことも泣くこと
もできず,人間として本当につらい。"二足のわらじを履いたわけではないのに, ここ
には,その身の振舞い方の苦しさを訴える女性の心境が吐露されている。含みのある
表現ではあるが,説話『楊素』には『神異経』の不義の妻とは異なる,常に情を重ん
じ,また義を守り通した女性が描かれていると言えよう。これが『本事詩』の情感篇
に収録された所以である。
ここに至って今日の成語『破鏡重園』のルーツとその原義をうかがうことができよ
う。夫婦の離別を予期して,再会のための証として大切な鏡を二つに割り,その後,
心ならずも離散したあと,果たしてこの半折鏡を手がかりに約束した方法により相手
を捜し当て,再度の団円を成し遂げたのである。一般に「破鏡不再照」,「破鏡難園」,
「破鏡子園不了」という所謂 “覆水盆に返らず''といった比喩や論調が多い中で,あ
たかも覆水を盆に戻すような感動的展開はとりわけ際立ってみえ,涙をさそう。これ
は仲睦まじい夫婦の変わらぬ愛情と強い絆の存在なしには成立しえない。これが作者
の論点であろう。生き別れた夫婦の心境が彦星織姫のそれと重ね合わされて,想定さ
れたものと思われる。
一方,そこには前述の『神異経』における「破鏡難園」という “破鏡"の失敗例が
あったからであり,その影響があったものと思われる。小稿文頭に挙げた①～⑨の多
数の用例からも知られるように,“破鏡"は離散夫婦の意に用いられているのであって,
離婚夫婦ではない。(この説話について,楽昌公主が徐徳言と離縁した後,楊素と再婚
したと考える向きもあろうが,筆者はその説を取らない。鏡を半折して互いに持ち合っ
た所期の目的が,戦乱の後の再会・団円にあったと考えられるからである。)今日よく
使用される「破鏡重園」の句を用いた文例は,その出典が説話の「破一鏡,各執其半」,
即ち別離に際して半欠鏡を相互に持ち合うこの種の逸話に由来していると言えよう。
そしてまた説話に現れたこのような “破鏡"の用法は,更に古く遡る伝承にその源流
があり,それが強固な基礎と背景を成していると思われる。
“破鏡"の本来の意味合いがここに如実に現れており,そのルーツが明らかになっ
たが,再度まとめるなら,「破鏡重園」(破鏡重ねて円し)とは破った鏡がまた元に復
すること,つまり再び合わさって円く収まることから,離散した夫婦が再び巡 り会い
又元通り円満になるという比喩である02)。
図11の夫婦仲睦まじい「破鏡重園」図には,上方につがいと見られる比翼の鵠が描
かれているが, これは『楊素』と『神異経』の二篇の説話が題材になっているのであ
ろう。絵には「雙喜臨門」の寓意が込められており, これからの二人の喜びある日々
が暗示されていよう。
“破鏡''の用語は歴代の多数の文人によって詩文の作品の中に引用されてきた。夫
婦の生き別れの悲しみに喩えた用語として,例えば「破鏡之憂」,「榮昌之鏡」等があ
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る。
・持至肝胎,不幸箭穿駕手、刀中槍公,妾有榮昌破鏡之憂。(明・潟夢龍『古今小説』
巻二四)
・一旦事跡彰聞,恩情間阻,則架昌之鏡,或恐従此而遂分。(明・濯佑『剪燈新話』
聯芳棲記)
・頗疑榮昌之鏡,離而復合。(清・紀吻『閲微草堂筆記』如是我聞三)
また,『楊素』に描かれた人間像を典故として「破鏡重園」の熟語が夙に作られ,人
口に檜実したのである。ここに,離散 0離別夫婦の再団円の物語をコンパクトに比喩
したその「破鏡重園」(或いは「破鏡重合」等)の,文人による使用例句をいくつか列
記しておこう。
・鳳折鸞離恨韓深,此生難負百年心。紅鬼若向隋朝見,破鏡無因更重尋。(唐・羅虫Ц
『比紅兄詩』其五八)
・楊柳模頭歌舞地,長記一枝繊弱。破鏡重園,玉環猶在,鶏鵡言如昨。(宋0周文誤
『念奴嬌』詞)
0破鏡重園,分銀合釦,重尋繍戸珠箔。(宋・李致遠『碧牡丹』詞)
・破鏡重園人在否,章壼折蓋青青柳。(宋・蘇戟『蝶懸花』佳人 0詞)
・破鏡重園自古有,何須疑慮反生愁。(元・施君美『幽閏記』推就紅絲)
・夫妻雨個失散了五年……,却有一件,破鏡重園,離而復合,固是好事,這美中有
不足虎。(明・凌濠初『初刻拍案驚奇』巻二七・顧阿秀喜舎檀那物)
・若果如此,員是姻縁不断。古末破鏡重園,銀分再合,信有其事了。(明・凌濠初『二
刻拍案驚奇』巻九)
・果然似榮昌般破鏡重園,抵多少配上瑣管,接上氷絃。(明・買仲名『封玉硫』第四
折)
・楽昌破鏡重合,紅排智眼無雙。(明・李贄『焚書』紅排)
0雨世玉爺猶再合,何時金鏡得重園。(明・濯佑『剪燈新話』秋香亭記)
・破鏡重帰,盟心不改,義賓可嘉。(清・蒲松齢『柳齋志異』細侯)
・破鏡重合,古有其事。若夫再要而働元配,婦再嫁而未失節,載籍以来,未之聞也。
(清・紀均『閲微草堂筆記』巻二三藻陽績録五)
・如晦道 :就是徐徳言,他的妻子就是我家表妨榮昌公主。無忌道 :峨,原末就是破
鏡重園的,這人篤甚慶不倣官,住在家裏。(清・猪人獲『隋唐演義』六六)
・除非化作頻伽去,破鏡無端得再園。(清・魏子安『花月痕』第四一回)
・試間古爽幾曾見破鏡能重園。(林覺民『興妻書』)
。他興太太的相見,好像是破鏡重園似的,他是快柴的,他是悲哀的,他是感激的,
他是痛苦的。(爺紅『馬伯榮』第二章)
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ところで,『楊素』にある破鏡の鏡背の紋様はどのようなものが想定されたであろう
か。『神異経』に述べられた鵠図であっただろうか。それとも月官図であったであろう
か。鏡の図像には説き及んでいないが,作者孟楽は少なくとも作詩にあたって前漢時
代の「月宮姉蛾 (垣蛾)」 にまつわる故事伝説を意識したであろう。それはこの説話の
中に歌われた「無復姉蛾影,空留明月輝」の詩作からうかがわれる。月に居る仙女婦
蛾の姿が見出せないという表現のなかに,妻楽昌のそばに居ない心の空虚と寂真を詠
じているのである。
今日見られる唐鏡には月神姉蛾をモチーフにした,いわゆる月官鏡03)(図4)があ
る。中央に桂樹を置き,右側に始蛾の舞う姿と噌蛛が跳ねる図案が描かれている。左
側には兎が仙薬を掲いている。嫌蛾は不死の仙薬を服して月に逃げ,月の精となった。
このような鏡は,「姑蛾奔月」の月官にまつわる神話伝説およびそれを背景とした後世
の説話等をヒントに月官鏡類が作られるようになったものであろう。『楊素』の場合,
「破鏡重回」の文字通 り,姉蛾に喩えられた妻が再び夫の元に舞い戻ったのである。
今日見られる月官鏡としては,すでに紹介した図2の一対の鵠が月に向かって飛翔
する「雙鵠月宮盤龍鏡」崚 鵠卿綬飛龍鏡)等が多数出土しているが, このような図像
は異なる種類の題材が混在し調和した図柄になっている(14)。鵠にまつわる伝承と月官
の伝説がミックスしてここに一幅の絵模様が完成し,唐代に鏡のモチーフとして取り
入れられ定着していったものと考えられる。
『神異経』と『楊素』の二篇の説話に登場する半折鏡は,結末は別として出発点は
いずれも夫婦再会のための,二人の真心の証としての鏡であった。しかしこのような
夫婦の愛情を物語る鏡であっても,そこには何か神秘的な要素が付随しているように
感じられる。明らかに,鏡が通常の化粧具以外の特殊な用途に用いられているのであ
る。
次節では, このような鏡の神秘的な霊性を強調した文献説話について簡単に触れて
おきたい。
(3)神霊性 を帯びた鏡の説話
ここでは,霊性や霊力の付随する鏡に関する説話について,その概略を紹介してお
きたい。
もともと漢代頃から鏡作 りの間では鏡は不思議な霊力を有するものとしての呪術的
信仰的な伝承があった。そして,それをついで六朝期に葛洪の『抱朴子』が著された。
『抱朴子』は道家の書であり,そこには神仙の術が説かれており,神仙術の修行に当っ
て鏡が不可欠であったことが記されている。その中で鏡の使用法について言 う: “一
つはそれは吉凶禍福を知るのに鏡を用いることである。明鏡の径九寸以上のものを以
て自ら照らすと,七日七晩たって鏡の中に神仙が現れる。・……其の神仙が禍福吉凶を
-210-
「破鏡 (重園)」 の伝承とその習俗
教えてくれるのである。・……もう一つは,それは化け物を発見するのに鏡を用いる説
で,山に入ると種々な老怪が居て,それがよく人間に化けて人を欺くのである。そこ
で道士が山に入る時は背後に鏡を懸けて行く,そうして狸のようなものが出てきた場
合に鏡で照らすと其の本体を現すというのである的。」
以上のように鏡と神仙信仰とが密接なかかわりをもつものとされたが,それは道家
や神仙家によって鏡の神霊性や呪術性が強調された結果であった。道教徒や呪術者の
間では神仙術修得の用具として鏡が用いられ,また道士たちの入山には呪術的護身具
として鏡は必要欠くべからぎるものとされた。鏡には妖怪変化を退ける力があり,邪
気を払う効用があると考えられたからである。この六朝時期に呪術的な力を有する鏡
の観念が形成されるに伴って,様々 な霊威を有する鏡の伝承が生れでたと考えられ
る(16)。
そして隋もしくは唐代に入ってから,それまでの鏡に付随する霊威の種々の伝承を
集大成した説話が現れた。それが伝奇小説『古鏡記』(『太平廣記』巻二三〇 0王度)
である。『古鏡記』の内容は前半と後半に分かれるが,そのス トー リーを略述すると,
隋の王度が思いがけなくも神秘的な一面の古鏡を手に入れたが, この鏡は「持此則百
邪遠人」(此を持すれば,則ち百邪人より遠ざかる)という霊威を具えた,十二支八卦
紋の′lまれた神鏡であり,王度が,つづいてその弟の王動がこの鏡で以て様々な妖怪
変化の正体を照らし出し退治する,云々 である。なお,この神鏡の図像について,「鏡
横径八寸,鼻作麒麟躊伏之象。遠鼻列四方,亀龍鳳虎,依方陳布。四方外又設八卦,
卦外置十二辰位而具畜焉。辰畜之外,又置二十四字,周邊輪廓。」と記述されている。
もともと八卦鏡類は,八世紀中葉から十世紀初頭の中・晩唐期に流行したものである
が,第四節で紹介する副葬半折鏡 (図5)には十二支八卦紋が鋳造されており,その
墓葬年代は隋から初唐にかけてのものとされている。この時期のものとしては極めて
珍しいが,『古鏡記』の成立時期ともかかわって興味深い鏡ではある。
邪気を遠ざける云々の文句が刻まれた鏡は今日多々見られるが,手近な例では,手
元の方形銅鏡(17)に小象で「五嶽員形鏡之固」として次の如く楷書の銘文が刻まれてい
る。(鋳出された文字には略字が用いられた箇所がある)
所謂五嶽者,泰山衡嶽嵩嶽華嶽恒嶽也。西王母使鏡工纂之。持此鏡者,渉海
川,河伯守衛之,無毒魚災 :越山岳,山神保護之,元悪獣害,一切妖邪魁極怖無
敢近也。(句読点は筆者)
つづいて銘文の末尾に「委道蔵経記 圃」とある。
五山とは中国の名山の総称で,伝説では神々の居る神山であり,歴代の皇帝が祭祀
を執 り行った場所である。銘文には鏡の霊力が説かれており, これを持てばあらゆる
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妖怪変化が恐れをなして近寄ってこないという。この種の銘文鏡は一種の魔除けやお
守りであり,『古鏡記』の鏡の如く除災・辟邪の効用があるとされたのであろう(18)。
唐代にはこのほかに鏡にまつわるさまざまの不思議な話が,例えば『太平廣記』や
『太平御覧』に数多く収録されている。鏡には人々の思い及ばない神秘的な霊力がそ
なわっていると考えられていたようである。
鏡は死後の世界においても重要な役割をはたすものとして説話のなかで語られてい
る。冥界と深くかかわるのも霊器としての鏡であろう,それにまつわる説話もいくつ
か見られる。例えば「慮彦緒」(19)(『太平廣記』巻二七九)には副葬品として鏡が用い
られており, ここには死者の彼世における生活が示唆されているのであろう。
ところで, このような説話に現れた不思議な鏡,即ち霊力を有する鏡は当時の人々
から現実に存在すると考えられたのであろうか。説話に反映された古代伝承における
鏡の実像は今日どのような形で, どの程度まで知りうるのだろうか。
そこで, このような神霊性を帯びるとされた鏡が,実際に習俗としてどのように使
用されたのか等の問題を考えるために, ここで,視点を移し,墳墓の中に副葬された
鏡の様子を検討してみることにしたい。
三.鏡の副葬状態
上記の説話にみる霊力を有する鏡が,実際の習俗としてどのような形で現れてくる
のか, ここでは古墓における鏡の副葬状態を検討することによってその痕跡をうか
がってみよう。
鏡は死後の世界,即ち墳墓の中にまで持ち込まれた。今日,我々 は墓葬において鏡
が実際に副葬されている現象を見るわけであるが,そこには当時の人々の他界観が反
映されていると見ることもできよう。
鏡は各時代と各地域において,通常は実用的化粧具として使われ,また時に霊性の
付随するものとして特殊な用途に用いられ,異なる扱われ方を以て展開してきたふし
がある。ここでは隋唐時代の鏡の副葬状態と,それ以前の鏡の副葬状況に分けて,簡
単に整理しておこう。
(1)隋唐以前における鏡の副葬状態
隋唐以前の鏡の副葬状態については,杉本憲司0菅谷文則両氏の研究があり(20),そ
の中で中国歴代の墓葬における鏡の副葬状態について報告を行っている。そこでは,
古墓における鏡の出土状況を時期的に主として漢代末 (或いは六朝期)までを広く概
観し,同時に若干の地域的考察も併せ行っている。それによると,いくつかの地方差
が認められるものの,副葬明器としての鏡は単なる化粧具としての性格を持つのみで
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なく,棺内の遺体に接して置かれているように,特に霊器的ともいえる頭蓋上に置い
たり胸上に置 く例が意外に多いとし,鏡が死者の守護をする霊器として意識されてい
たらしいことを認めている。
(2)隋唐時代における鏡の副葬状態
つづく隋唐時代について,筆者はこの時代における鏡の副葬状態を,中国の発掘資
料のうち墳墓における鏡の出土状況の詳細な報告のある資料に基づいて,整理検討し
た。実際には,被葬者に鏡の全く伴わない墓葬や,一面のみならず複数の鏡が副葬さ
れた状況等さまざまのケースがある。また,鏡は副葬品の中では陶盗器に次いで多く
見られるものである。
現有資料だけでは十分ではないので,性急に結論を下すことはできないが,少なく
ともこれによって隋唐墓における鏡の副葬のあり方の一斑をみることは出来よう。以
下に,整理したデータの要点だけを述べることにする。
前時代と同様,隋唐代においても地域差がやはり認められるが,鏡の具体的出土位
置について見ると,棺内から出土する鏡が大多数を占めており,そのうち頭部に置か
れたものは7害」以上に達する(21)。これは頭部近辺に置かれたケースを含むが,数の上
では頭側に置かれたものが多く,頭頂は少ない。頭部以外では足元,腰部・手元など
があり,胸背部に置く例は極めて少ない。この点については前時代と異なるようであ
る。
鏡周辺の副葬状態を見ると,大抵の墳墓が鏡の周囲に他の遺物を伴っているのが見
られる。全く何も伴わずに鏡のみが被葬者の頭部・腰部・足部に接して置かれた例も
あり, これらについては,或いは特別な副葬のあり方であったかも知れない。
また,鏡の周辺に遺物を伴出する例を見ると,一般に被葬者が生前日常用いていた
と見られる銅器,陶盗器,金銀器,鉄器,漆器,玉器,硝子製品類などが共に副葬さ
れている(陶製品の中には数は少ないが模型の副葬明器が含まれる)。 また墓内に銅銭
が散布されていることが多く,鏡に伴って隋五鉄銭や開元通宝銭が出土している。ま
た,副葬された鏡が漆合子内に入れられたものもよく見られる上,他の銅器,盗器,
銀器そして銅銭などと重なって出たもの,或いは床織物に包まれ他の遺品と重なった
状態で出土した例や,更に頭箱に収められた鏡もある。
前述の如く,隋唐の副葬鏡は棺内から出土するものが多いが, しかしながら棺内に
副葬されたものであっても,他の実用的身の回り品や化粧具との共伴関係が強いこと
等から,隋唐代においては化粧具の一つとして埋納された鏡が多いように思われる。
鏡が人間の守護をするという考え方の伝統の中で,また,鏡の銘文や図紋と相侯って,
時には一種の魔除け的護身的役割をになう,霊威的・呪術的性格を帯びたような副葬
の仕方も認められ,特に周辺に全く他の遺物を伴わず鏡のみが被葬者の頭部などに置
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かれた場合には,或いはそのような特殊な扱いを受けた可能性も考えられよう。だが,
実際にはその手の扱いを受けたと思われる鏡の数は極めて少ないようである。現実に
護符的な霊器として扱われた鏡か否か不明であり,断定は困難と言うべきであろう。
以上は鏡の副葬状態について,隋唐以前の状況と隋唐時代の様相を,中国の出土資
料等に基づいてまとめたものであるが,次節においては,特殊な扱いを受けたと見ら
れる鏡のうち,前節で述べた「破鏡重園」の伝承にかかわる半折鏡の副葬状態を時代
順にしたがって検討し, これによって “破鏡"が古代人によって神秘的な力をもって
いるとされ,また一つの習俗として考えられたのかどうか,その様相をうかがうこと
にしたい。
四。半折鏡の習俗
ここでは呪術的霊威を有すると考えられた鏡のうち,“破鏡"の習俗の一つの表れと
みられる半折鏡の副葬状況を,漢代,六朝,隋唐の時代順に従ってその実例をやや詳
しく検討してみたい。
(1)漢代の半折鏡
ここでは河南省洛陽の焼清で発掘された225基の漢墓の中の一基から出土した半折
鏡を紹介する。報告によると,その墓は乱掘や盗掘などの攪乱には遭っていない。
焼溝漢墓は洛陽市の西北約 1.5キロの地点にあり,半折鏡が出土したのは38号AB
墓 (図6)である。墓は図にみるように特殊な構造であり,一墓道の両側に二室を築
いたもので,南側の薄室 (A室)と北側の小型土療分室 (B室)からなっており,碑
室のはうには耳室が付いている。A室の被葬者は伸晨葬で,頭を北に向けている。B
室はA室に付随する分室であるが,その被葬者も伸展葬で頭は南向きである。
この墓式は “同穴異室葬"と呼ばれ,A室は双棺, B室は単棺になっており,A室
の左棺とB室単棺の被葬者頭側には,図にみるように各々半折の鏡を置いていた。こ
れは一枚の鏡を二つに割ってそれぞれに置いたものであり,夫婦合葬であったことが
示唆されよう。A室には別にもう一棺が合葬されているが,三者の関係は明らかでは
ない。三棺が同時期に埋葬されたのか或いは改葬後合葬されたのか,いずれも明らか
ではないが,報告では家族葬とされている。
副葬品は明器としての陶器が罐2点,壷5点,甕1点,倉5点,鼎1点,敦1点,
竃1点,井1点,燎1点,洗1点と,ほかに銅鏡2点,鉄刀1点,五鉄銭20枚,新銭
8枚が出土している。
AとBの二つの棺内に各々鏡の半分の “破鏡"を置いたわけであるが, この破れた
二片の鏡を合わせると一面の鏡になる。この “同穴異室"の特異な埋葬において,両
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室の棺内に分けて半欠の鏡が置かれたことは注目されよう。
この半折鏡 (図7)は直径 15センチの「方格規矩四神鏡 (四神規矩鏡)」 であり,
図柄には青龍,自虎,朱雀,玄武,羽人などが配され,銘文はない。古代の鏡におい
ては,霊獣と神仙の図像が入れられた鏡には最も呪力があるとされ,その霊獣と神仙
が悪霊を追い払うと信じられていたようである。
また,A室の棺外に置かれたと考えられる1面は直径 11.5センチの「囃紋鏡」(図
8)で,図紋には二匹の兎と数羽の鳥が見られるが,銘文はない。
この焼溝漢墓群の副葬の鏡は大抵頭部に置かれることが多いが,棺内の鏡はおおか
た絹布で包むか又は鏡嚢に入れられたようである。A室の棺外の棺のそばに置かれた
鏡は漆査に入れられたものであった。
この墓葬の年代については,墓形および陶器,銅鏡,銭貨などの型式から,新の王
芥時代から後漢初までの時期に比定されている。また,被葬者は漢代の一般官吏とそ
の家族とされる。
王芥から後漢初期にかけての半折鏡が出土したことは,上にみた『神異経』の「昔
有夫婦搭別,破鏡,人執半以篤信」の伝説や『楊素』の「破鏡重園」式の伝承がさら
に早い時期に,恐らく前漢まで遡って存在していたことを物語っている。
被葬者たちの関係は不明であるが,半折鏡の置かれた二人は恐らく夫婦である可能
性が高い。それは「破鏡重園」の伝説に則って半折鏡が副葬されたものと思われる。
鏡のもつ霊性と相侯って, この “破鏡"を持っていればいつの日か又円く一つになり
共に暮らせるだろうという思いが込められたものと思われる。
(2)六朝期の半折鏡
四川省昭化県の屋基披にある六朝期の20基の崖墓の一つに,陶製の一つの鏡を三分
して二つ並んだ墓室のそれぞれに入れた,“破鏡"の副葬例が見られる。半折鏡が入れ
られたこの 19・20号墓 (図9)は盗掘に遭っておらず,ほぼ原形のまま今日に残され
たと思われる。この20基の崖墓はいずれも埋葬時に棺を用いず,このような葬法はそ
の当時の四川一帯の風習であったとされる。19・20号の両墓には棺床すら使用されて
いない。
図に見るように,二つ並んだ崖墓の両入日の接点部には陶甑と陶罐が各 1点置かれ
た。右側 19号墓からの出土遺物としては,陶甑,陶鉢,半円形陶鏡,鉄鋏,鉄小刀,
盗壷各1点と盗碗6点の合計12点である。左側20号墓からは,陶甑,陶鉢,陶壷,
陶罐,半円形陶鏡,鉄小刀各1点および盗碗2点の合計8点が出土した。両者とも銭
貨は伴出していない。副葬品の種類は両者はぼ同様であるといえよう。墓室は非常に
狭小であるため副葬品はすべて被葬者の身近に置かれた形となっている。
出土した二つの半円形の陶鏡はそれぞれ大きさが同じで,合わせると直径21.2セン
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チの円形鏡になる。いずれも頭部際に置かれたものと思われる。棺は使われなかった
ので鏡は他の副葬品と並んで置かれた状態となっている。半折鏡の副葬から, この崖
墓は恐らく夫婦合葬であったと思われるが,副葬品の種類がほぼ同じであるため,そ
の配置からはどちらが男女の墓室か特定は難しい。(報告書では人骨について記述され
ていない。)いずれにせよ,両室に分けて相互に半欠の鏡を頭部付近に置いた副葬の仕
方は注目されてよい。
もう一点注意されるのは鏡が銅製品ではなく,陶製品であることである。古代の中
国では副葬明器を作って埋葬する風習があったが,鏡についても, これまで銅鏡以外
に鉄鏡や石鏡,陶鏡などが発見されている。
屋基披の20基の崖墓のうち4号墓と8号墓には銅製の鏡が副葬されており,一面は
直径 10.2センチの「八乳規矩鏡」であり, もう一面は直径 11.5センチの「長宜子孫
鏡」である。
本来なら19020号墓にも銅鏡が副葬されるべきものであるが, ここには代用品の陶
鏡が入れられた。その理由としては被葬者の身分や経済的な要因も考えられようが,
もともと死者が地中で生前と同じような生活をすると信じられていたので,何でも模
型にして持ち込むという副葬明器の風習からすれば,なんら不思議はない。この陶製
の半折鏡は明らかに化粧具としてではなく,むしろ霊器的性格を有するものとして用
いられたと言えよう。陶製品を用いてまで互いに半欠鏡を墓室内に持ち合った被葬者
たちの心情が伝わってくるようである。
この陶製の半欠鏡は恐らく被葬者 (夫婦)の来世での「重園」を意図したものであ
り, しばしの別れとして鏡片を持たせ,あの世での団円を祈願したに相違ない。ここ
には現世と来世とが連続したものであるという捉え方が反映されているものと言えよ
う。
(3)隋唐期の半折鏡
広西壮族自治区の南部に位置する欽州県久隆で発掘整理された7基の隋唐墓の1基
から,半折の銅鏡をそれぞれ副葬した双室の夫婦合葬墓 (M5号(22))がみつかった。
墓式は地方的色彩の強い碑室墓であり,隋から初唐期にかけての寧氏一族の墓である
とされている。墓誌と史書 (『唐書』南轡博等)の記載によると,寧氏は南朝後期より
隋唐代にかけて嶺南地域で最大の勢力を誇った地方豪族の一つであったようである。
報告書の説明および出土平面図 (図10)によると,陶孟,陶罐,青盗碗など副葬品
の多くが墓室前部に集中しており,墓室後部には棺と身の回り用品が置かれた。右室
(北室)棺内には直径23.4センチの「十二支八卦鏡 (十二生肖鏡)」 (図5)の半欠と
隋五鉄銭5枚がおかれ,更に棺の東側には鉄鍋と塔形の陶孟が,西側には陶罐と青盗
杯が副葬されている。左室 (南室)棺内にはこの「十二支八卦鏡」のもう一方の半欠
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と金髪銀が置かれ,更に青盗碗および鉄剣,鉄刀等が納められた。遺品の分布状況か
らみて右室は女性墓室であり,左室は男性墓室であると考えられよう。(人骨について
の出土報告はない。)両室に分けて互いに半折の鏡を頭部近くにおいていたものと思わ
れる。報告では左室の鏡面が上向きで,右室の鏡面は下向きであったとしているが,
その理由は不明である。(或いは地震等の攪乱により動いた可能性もあろう。)
このような夫婦合葬における “破鏡"の副葬法は,前述の如く既に漢墓や六朝墓に
おいても行われていたと思われるものである。互いに鏡片を棺内に持ちあうこの例は,
やはり来世における夫婦の再会と “重縁"を願ったものであろうと考えられる。
報告によると, この半折の鏡は鋳上がりが良く,今も鏡面が光り物を写すことがで
きる鋳造工芸技術の高い逸品であるという。
副葬された銅鏡の内区には雲紋,八卦紋および獅虎等の獣紋が飾られ, また外区に
は十二支紋があり,鏡縁の銘帯には楷書で下記の48文字からなる銘文が入っている。
淮南起照,仁壽博名,琢玉斯表,鉛金勒成,時雄炎晉,節茂朱明,援填豊激,
用擬流清,光無影満,葉不枯榮,固回覧質,千載篤貞。
銘文中に文字が欠落し,難解な箇所があるが,おおよそのところ次のような意であ
ろう。
この鏡は淮南地方で出来上がったもので隋の仁寿年間 (601～604年)にその名を知
られるようになった。玉石を彫刻し,金属を溶かして鋳造したあと彫り上げたもので
ある。あたかも太陽の燃る熱い時に,型を用いてその精度を鑑定し清水の始く澄んで
いるかを看る。(鏡の光沢は均質で)光は陰ることなく満ち,(浮彫りの)枝葉は枯れ
ることなく繁茂している。その形や質を見るに, この鏡は必ずや永久に変わることな
く保持できるであろう。
「十二支八卦鏡」といえば第二節に見た『古鏡記』の径八寸の神鏡があったが,そ
の十二支八卦紋および鏡の大きさには共通性があろう。隋から初唐にかけての鏡に八
卦紋が鋳込まれたものとして, これは稀な一面である。また,唐鏡には一般に銘文が
刻まれたものは極めて少ないが,中国では古来,鏡に刻まれた銘文や図像は鏡の霊性
と密接なかかわりを持つとされてきた。この鏡の紋様には吉祥と辟邪の寓意が認めら
れよう。
この隋～初唐期の夫婦合葬墓に半折鏡が副葬されたことは,「破鏡重回」の伝説が絶
えることなく伝承され,依然としてその風習が存続していたことを表している。“破鏡"
の副葬法は,以上に見てきたように漢墓から六朝墓そして隋唐墓へと引き継がれたわ
けであるが,男女両室に分けて互いに半欠の鏡を頭部に置いたこの副葬の仕方は,第
二節でみた「昔有夫婦特別,破鏡,人執半以篤信」の伝承と密接に関わるものであろ
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うと推測される。互いに鏡片を墓室 (或いは棺)内に持ちあうこの使用例は,やはり
夫婦両者の来世における再会や “重縁"を願ったものであろうと考えられよう。
「破鏡 (重回)」 の淵源ないしルーツは,夫婦の別離に際し半欠の鏡を互いに所持す
るという伝承にあり,後にそれが物語化し説話として登場してくるのであるが,その
実例の一つが今日このような墓中の半折鏡の副葬習俗として確認されるのである。
古来,鏡は棺内の頭部付近に置かれることが多く,時には霊器的護符的な副葬例も
指摘できるようであるが,唐代に至って化粧具としての副葬鏡が数多く確認されるな
か,来世の「破鏡重園」を願ったと考えられる半折鏡の副葬は,中でも確かに特別な
意味を有する,最も特異な使用法として捉えることができよう。神秘的な霊力を有す
ると考えられた鏡のうち, この半折鏡の用途は単なる魔除けや守護の性格のみではな
く,それは夫婦の変わらぬ愛情の確認のための, より明確な性格を有する鏡として意
識されたものと思われる。
五。 まとめにかえて
今日よく使用される “破鏡''の言葉の淵源は中国古代 (恐らく漢代頃から)の民間
伝承にあると考えられるが,その伝承が説話として結実したものが『神異経』の「破
鏡難園」のネガティブな物語と『楊素』の「破鏡重回」のポジティブな逸話であった
といえよう。前者は割った鏡が原因でそのまま別れることになった悲劇の物語であり,
後者は逆に半折鏡が縁となって再び巡 り会い大団円を果たしたス トー リーである。
この対照的な二篇の作品から知られることは,“破鏡"とは夫婦の愛情と信頼のしる
しであり,当初から “鏡の復元"すなわち “夫婦の再会"を意図したもので,鏡を破
る目的は再度の円満が前提となっている。だが,両者の “破鏡"の意は結果において
異なり,前者は破局という意味で夫婦の離縁離婚に喩えられ,後者は離散離別した夫
婦 (の団円)を指すものであった。失敗した場合は「破鏡難園」であり,成功したケー
スが「破鏡重園」となる。
説話の完成した時代的順序としては,(第二節において『神異維』の成立年代を,鵠
鏡の鋳造年代から,唐代に比定する考え方を提出したが,)「破鏡重回」を約して結果
的に「難回」に終わる『神異組』の故事伝説の後を承けて,逆に「破鏡難園」の試練
を経てハッピ ・ーエンドの「重園」に至る『楊素』の唐代伝奇小説が作られたものと
思われる。
「破鏡重園」の用法としては,小稿のはじめに列記した①～⑨の今日の常用例から
も知られるように,いずれも事情により離散した夫婦の間の再会・団円を比喩したも
のである。今日の使用例の中には,時に「破鏡重回」を “一度離縁・離婚した夫婦の
復縁・再婚"や,或いは “仲違いした夫婦が元の輸へ収まる"という意味に喩えて用
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いるケースがあるが,それは本来的に正しい使い方ではない。それは『神異経』の結
果的に夫婦仲が壊れて離縁した夫婦と,『楊素』の心ならずも離散した夫婦の両者の用
法をそのまま混同して取 り込んだための “誤用"とすべきであろう(23)。「破鏡 (重回)」
の正しい解釈としては,文字通り “破鏡再円"を実現した『楊素』の (離縁した夫婦
ではなく)離散した夫婦または別離の夫婦の団円と解すべきである。『楊素』の作者孟
果は唐代伝奇『人面桃花』(『太平廣記』巻二七四「崖護」)で知られるが,“破鏡"団円の
物語は,即ち “桃花"再生のハッピー●エンドと共通した手法が用いられているもの
と思われる。
鏡の半片を互いに持ち合うその意味あいは意外に重く,それは夫婦の変わらぬ愛情
の証であり二人の再会と団円を強く願 うものである。その “破鏡"の伝説が現実の生
活の中に反映したものが,古墓に見られる半折鏡の副葬状態であった。墓域における
“破鏡"の使用例は,「破鏡重園」の伝説が実際の習俗として存在していたことを明確
に示している。その伝説と習俗が古代人に重要視され伝承されたことは,漢六朝隋唐
の数百年にまたがる副葬半折鏡の出土例を見ることから窺われよう。鏡の化粧具的扱
いが一層鮮明になる隋唐代に至っても,半折鏡の実例が存在し,その風習が連綿とし
てつづいた痕跡をここにうかがうことができるのである。現在のところ明確な出土例
の数は少ないが,“破鏡"の分布は時代的にも又地域的にも大きな広がりをもっている
ようである。(唐以後の“破鏡"の伝承とその習俗の実態調査については今後の課題で
ある。)
副葬半折鏡は来世での再会を願 う夫婦の大切な証であった。夫婦合葬における半折
鏡は,その「破鏡重園」の願いは現世での実現はすでにかなわず,来世においてのみ
可能であり,従ってあの世での「重回」(重縁)にその思いを託したものと言えよう。
「破鏡 (重園)」の伝承にのっとり, この鏡片を所持すればあの世でも必ずやまた一緒
になれるという思いが強く込められたものと解されるのである。この意味で “破鏡"
は古代人にとってやはり何らかの神秘的霊性の付随したものとして受けとめられたも
のと思われる。
現時点での資料は十分ではないが, これまでに検討した故事伝説ならびに副葬習俗
の一斑からみると,“破鏡"とは即ち離散離別した夫婦,また時には死別した夫婦を指
す言葉であり,重円=再会であって,更には来世における “重縁"であると解されよ
う。鏡を半折して互いの再会の証とする伝承は,墓室内の “破鏡"が同様に来世にお
ける再会・重縁を祈願する意味をもつものであろうことを示唆していると考えられる。
このような半折鏡に対する意識は,例えば唐代の“鵠鏡"の図像ともかかわりがあり,
鵠が橋渡しの役を務めるその伝承とも繋がるものがあろう。唐代においては花鳥鏡類
の中にこの鵠が多数鋳出されており,鵠にまつわる伝説が当時広く流伝していたもの
と思われる。
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生き別れた夫婦の鏡の話から,死別の副葬鏡に至るまで,“破鏡"は人々に語り伝え
られ,用いられた。とりわけ,副葬半折鏡の存在は, この世とあの世との連続性を認
識した古代人の死生観がここに表れていると言えるであろう。
ところで,古代社会の普段の生活のなかで,離別に当って鏡を破るような風習が現
実にあったであろうか。これについては『神異経』の「音有夫婦路別,破鏡,人執半
以篤信」の表現が,副葬半折鏡の出土例と相侯って現実味を帯び,古代における “破
鏡"の日常的風俗の存在を示唆しているようにも思われるが,現有資料ではその有無
を明らかにしえない。
今日考古発掘により出土する “破鏡"のうち,半折した鏡の両片が揃って副葬され
た状態が確認できるケースは現在のところ極めて稀であるが,鏡の破片や残欠のみが
出土する例は意外に多く,その中には何らかの特殊な扱いを受けたと見られるものが
あり,夫婦の “重縁"を願った半折鏡の可能性を含んだものもあるように思われる。
だがそういった例も殆どの場合,様力な原因 0理由から,その本来の姿を解明するに
至らないのが実情である。今後より多くの明確な出土例が期待される所以である。
一方の日本では弥生時代の “破鏡"が出土した例があるが,その使用法とは,一部
の鏡片を利用してベンダントのように懸垂して用いるものであったようである。しか
し,古代中国においてはこのようなペンダントに作る風習はなかったものと思われる。
銅鏡の鋳造が行われなくなり, ガラス鏡が使用される今日,“破鏡"の特殊な使用法
は (陶製の鏡などの場合を除いて)事実上不可能であり,その習俗はもはや存在しな
いであろう。ただ,今日「破鏡重園」の用語が諺として依然常用されるなかで,地域
によっては今日でもそれに関連した口承や語り伝えがあるのかどうか,また,副葬の
場合を含めて,半折鏡に替わって似たような形で何かを互いに半々持ち合う風習があ
るのかどうか,いずれも興味深いところである(24)。
夫婦 0恋人の離別を表す「鏡破銀分」・「破鏡分銀」・「分銀断帯」・「費銀分股」や,
その逆の意の「銀分再合」・「断銀重合」等の多数の用語例からも(25),二人の愛情のし
るしとして,鏡以外にかんざしを半分ずつ持つ風習や俗信があったようである。また,
夫婦の別れ住むに際し,靴や手袋等の片方ずつを持つ話や,当今のペアグツズ・ペア
ルック等はそのような類の延長線上に位置するものであろう。
一昔前まで中国では,土俗の吉凶占いに鏡を用いていたようであるが,筆者の仄聞
するところでは,半折鏡の例ではないが,今日中国の一部の農村地方にはガラス鏡に
よる特殊な鏡の使用の俗信がなおあると聴く。今後の課題として,鏡について,“破鏡"
の民間伝承を含めた諸方面にわたって広範な民俗学的調査を行う必要があろう。
なお,小稿で取 り上げた資料に関して,その扱いや解釈において不備な点があると
思われるが,大方のご教示を乞い,また今後新たな資料の発見・増補によって,その
充実を計 りたいと考えている。        (一九九五年春節 鏡軒書室にて)
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「附記」“鏡軒主人"について
鏡軒主人黄済清は父を黄博造といい,第七代の漢学者で(祖先は1717年に福建淳州
より渡台),幼少時を台湾員林郊外の三角漂で過ごした。収獲時に籾を千す大きな広場
を擁した田舎家の裏には鬱蒼とした竹薮があり,廻りは田圃で前方に大きな池が広
がっていた。黄博造は殊の外この池を愛で,“太湖"と呼び自己の書斎を “太湖室"と
言った。“太湖"の水面は鏡のように清んでいて,黄淳造は自分の号を “鏡軒"と名づ
け, 自作の漢詩等にこの号を使用した。家は漢学の教育および研究の場であって,黄
済清は父親の意志を承け継いで細やかな教室を営み,父親を記念するためそれを “鏡
軒学院"と名付けた。鏡軒主人黄済清は常 「々鏡に照らして身を正し心を正す」と言っ
ては,好んでよく “太湖の船"を唄っていた。家の各所に鏡を掛けていたが,それら
を太湖の清水に見立てたのであろう。また,曾て次のように述べたことがある,「余不
敏,接聞先君之訓,即以博播中華文化篤職志。及長,入墓湾師範大學修讀中國文學,
亦在求先君期嚢揚光大中國文化遺志耳。一九五八年春,余負笈東滅,先後難業京都大
學奮制及新制大學院,・……」(『鏡軒學院集刊』嚢刊辞より1968年)
ここに “鏡"をこの上なく好んだ亡き鏡軒主人の霊前に,小稿および拙い作ではあ
るが詩一首を捧げたい。
鏡育桃華至古稀,
軒栽李子満新枝。
美日嬰兒昧眼笑,
清湖老甫展眉嗜。
(一九九五年 清明節)
く注〉
(1)(2X3)これは「歌後語」と呼ばれる一種の洒落言葉 。かけ言葉であり,前半の “破鏡"
の部分が比喩で,後にくるのがその説明である。(1)と(2)は『中国歌後語』(上海文藝出
版社)所収,(3)は『歌後語大全 。第二冊』(中國民間文藝出版社)所収。
(4)「中華書局影印」本 (1985年)による。また版本によって,文面に若干の異同がある。
「昔有夫婦相別,破鏡各執其半以篤信。其妻興人通,其鏡化鵠飛至夫前,其夫乃知之。
後人鋳鏡篤鵠形, 自此始也。」
(5)「覆水難収」の表現以外に,「澱水難収」。「反水不収」等々の用語があり,いずれも“覆
水盆に返らず"に似た諺で,一度わかれた夫婦の仲は元に戻らないことにも喩えて用
いられる。
宋・王林『野客叢書』巻二八・心堅石穿覆水難収 :若言離更合,覆水定難収。
『後漢書』何進博 :國家之事,亦何容易,覆水不可収。宜深思之。
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『後漢書』光武帝紀上 :反水不収,後悔無及。
酪賓王『鑑情代郭氏杏慮照郊』詩 :情知唾井終無理,情知覆水也難収。
李自『妾薄命』詩 :雨落不上天,水覆難再収。君情輿妾意,各自東西流。
『西遊記』一一回 :自古云,激水難収,人逝難返。
(6)後漢。應勘『風俗通義』(唐・韓譜『歳華紀麗』巻三所引):風俗通云 織女七夕営渡河,
使鵠篤橋。
梅鼎作『玉合記』第十七出 :縦有鳥鵠填橋,織女還空踏。
張孝祥『雨中花慢』詞 :猶自待,青鸞博信,烏鵠成橋。
(7)中国では “鵠鏡"や“鸞鏡"の名称は化粧鏡の汎称として用いられてきたが,元来は
それぞれの図柄が鋳造してある鏡を指す。夫婦の離別を意味する「鏡分鸞別」(『紅模
夢』78),「離鏡孤鸞」(宋・呉文英『新雁過敷棲』間苑高寒)等の用語も『神異経』の
故事伝説に由来するものであろう。
(8)『中國大百科全書』中國文学二 (中國大百科全書出版社,一九八六年)713頁,衰珂『中
國神話億説詞典』(上海辞書出版社,一九八五年)302頁,参照。
(9)鵠の図柄を鋳込んだ鏡は,花鳥鏡類に属し,今日いくつもの種類が見られる。名称と
しては「鵠遠花枝鏡 (又は雙鵠鴛喬鏡)」 と「雙鵠卿綬鏡 (又は封鳥鏡)」 等に分けら
れる。紀年唐墓から出土した例としては,前者は中宗神龍二年。706(考古所河南二隊
資料),玄宗開元二年・714(『陳西省出土銅鏡』),玄宗天賓七年。748(『文物資料叢刊』
六),玄宗天賓九年・750(考古所河南二隊資料)の鏡があり,唐の中宗と玄宗の時期
に盛行したことが知られる。後者には粛宗乾元元年・758(『文物参考資料』1956年第
5期),代宗大暦二年・767(『考古通訊』1957年第4期),徳宗興元元年・784(『洛陽
出土銅鏡』)等の鏡があり, この種の “鵠鏡''は盛唐。中唐期,即ち玄宗と代宗前後ま
でが最盛期である。“鵠の鏡"は唐代の多数の詩人によって取 り上げられ詩等に詠まれ
た。“鵠鏡"が当時広 く流行していたものと思われる。
何擦「琥珀拾芥賦」:雲嚢彩於虹玉,竹乗陰於鵠鏡。
王勃「上皇甫常伯啓」:鵠鏡臨春,妍嬢自遠。
蒔逢「追昔行」:嫁時賓鏡依然在,鵠影菱花満光彩。
劉元淑「妾薄命」:彩鸞琴裏怨馨多,飛鵠鏡前サ;座硫断。
李遠「剪繰」:雙雙卿綬鳥,雨雨度橋人。
“鵠鏡"は唐代の産物と思われるが,南朝梁の呉均の「和藷洗馬子頴古意詩六首」の
一首に「願篤飛鵠 (詩紀云,一作雙鵠)鏡,詔融照離別」などと詠まれていることか
ら,今後の考古発見によっては,或いは六朝時代に異なる種類の “鵠鏡"が存在した
可能性も考えられるかも知れない。
00 この説話は,孟薬の『本事詩』情感篇 (886年成)に収められたものであるが,r太平
廣記』以外に,同様の話が李先『獨異志』下,および葦述『雨京新記』巻三,に収録
されている。
01)実在の人物「楊素」については,『隋書』巻四八「楊素博」等のほか,挑双年「隋楊素
墓誌初考」(『考古与文物』一九九一年第二期)および周鈴「『楊素墓誌初考』補正」(『考
古与文物』一九九二年第二期)参照。
00 鏡は月に喩えられるが,「快月再園」はやはり,離散。離別した夫婦が再度団円する意
の熟語として用いられる。
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明・無名氏『南牢記』一折 :他既断弦再績,俺也快月再園。
明・熊龍峰『張生彩鸞燈博』:二人快月重園,断弦再績,大喜不勝。
清・蒲松齢『聯齋志異』小翠 :月快重園,従容而去,始知倦人之情,亦更深於流俗也。
09「月宮鏡」にはいくつか種類があり,一名を「雙鵠月宮盤龍鏡 (又は雙鵠卿綬飛龍鏡)」
という。これには,「(玄宗)開元十年 (722)五月五日鋳成」の銘が入った伝世の「月
宮紀年銘鏡」(『上海博物館蔵青銅鏡』),および澗西興元元年の紀年唐墓出土鏡 (『洛陽
出土銅鏡』)等があり,主として玄宗と徳宗の時期に流行した。
00 「雙鵠月宮盤龍鏡」は,三種類の題材が ミックスしたものであるが, これ以外に「雙
鵠」と「月宮」の二種のみが図柄を構成している鏡もある。ちなみに,飛龍紋は権力
を象徴し,『太平廣記』器玩には玄宗皇帝に献上された雲龍鏡が,「可以辟邪,壁萬物」
の効用をもつことが記されている。拙論「唐代の天子鏡― その盛行年代を中心とし
て一 」(『竹田晃先生退官記念東アジア文化論叢』汲古書院 一九九一年)参照。
0' これは『抱朴子』に現れた鏡についての記述に関する要約であり,原田淑人「古鏡の
固紋に就て」(『東亜古文化研究』座右宝刊行会 一九四〇年)の解説による。
(10 小南一郎「鏡をめぐる伝承― 中国の場合― 」(森浩一『鏡』社会思想社 一九七八
年),荘司格一『中国中世の説話― 古小説の世界― 』三・鏡 (自帝社 一九九二年)
参照。
0つ これは,鏡軒主人黄済清収集のコレクションの一つで,傍製鏡である。
(10 大林太良「東アジア・北アジアの鏡と宗教」七・中国の鏡と宗教 (森浩一『鏡』社会
思想社 一九七八年)に,現代中国における俗信として,次の内容が紹介されている。
「裏面にしかるべき銘文のある鏡は,忍び込んだ悪霊の姿を写し出す力をもつと信ぜ
られている。もしも悪霊が自らの醜い姿を鏡の中にみると, 自分の姿に怖れをなして
逃げ出してしまうという。」
09 この説話は古墓における鏡等の遺品の副葬状態について記述している。「……見其下有
古疲。中是瓦棺。有婦人。年二十餘。潔白凝浄。指爪長五六寸。頭挿金銀十余只。銘
誌云。是秦時人。千載後営篤慮彦緒開。運敷然也。閉之吉。啓之凶。又有賓鏡一枚。
背是金花。持以照日。花如金輪。彦緒取銀鏡等数十物。乃閉之。夕夢婦人云。何以取
吾玩具。有怒色。経一年而彦緒卒。(出『廣異記』)」
00 杉本憲司・菅谷文則「中国における鏡の出土状態」(森浩一『鏡』社会思想社,一九七
八年)および杉本憲司「中国における鏡の出土状態 補遺」(樋口隆康『展望アジアの
考古学』一九八三年)参照。また,漢墓における鏡の副葬状況については,例えば『洛
陽焼溝漢墓』(科学出版社 1959年)160頁にまとまった詳しい紹介がある。
91)隋唐鏡の出土状態に関する資料は主として以下の文献による。(なお,紙幅の関係から
小稿においては概略のみを紹介したが,隋唐鏡の副葬状況の詳細については稿を改め
て記述することにしたい。)
・586号隋墓『西安郊区隋唐墓』科学出版社一九六六年
・隋代李静訓墓『唐長安城郊隋唐墓』文物出版社一九八〇年
。西安郭家灘隋墓清理簡報『文物参考資料』一九五七年第八期
。西安郭家灘唐墓『考古通訊』一九五六年第六期
・西安王家墳村第 90号唐墓『文物参考資料』一九五六年第八期
・西安韓森案唐墓『考古通訊』一九五七年第五期
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。西安高楼村唐代墓葬清理簡報『文物参考資料』一九五五年第七期
・河南安陽隋墓『考古学報』一九八一年第三期
・洛陽嚢現鄭開明二年墓『考古』一九七八年第二期
。鄭州上街区唐墓『考古』一九六〇年第一期
。河南優師唐桂沈墓嚢掘簡報『文物参考資料』一九五八年第八期
。河南扶濤縣唐趙洪達墓『考古』一九六五年第八期
。河南軍5城縣嚢現古墓一座『文物参考資料』一九五五年第一一期
。河南温縣楊履庭墓『文物資料叢刊』 6
・河南優師杏園村的六座紀年唐墓『考古』一九八六年第五期
・洛陽関林唐墓『考古』一九八〇年第四期
。洛陽 16工区76号唐墓清理簡報『文物参考資料』一九五六年第五期
。太原南郊金勝村唐墓『考古』一九五九年第九期
。南京錢家渡丁山唐墓『考古』一九六六年第四期
・蘇州平門城培唐墓『文物資料叢刊』 6
・安微藁縣隋墓『考古』一九七七年第一期
・黄石市新下陸一号唐墓『江漢考古』一九八四年第一期
。長沙赤峰山2号唐墓簡介『文物』一九六〇年第二期
。長沙北郊絲茅沖清理的唐代碑室墓『文物参考資料』一九五六年第二期
。長沙隋墓『考古学報』一九五九年第三期
・湖南益陽縣赫山廟唐墓『考古』一九八一年第四期
・貴州平編縣馬場唐宋墓『考古』一九八一年第二期
・江西南昌碑跡山唐代木榔墓『考古』一九六六年第五期
。廣東始興唐墓『考古学集刊』2 -九八二年
・廣西荘族自治区欽州隋唐墓『考古』一九八四年第二期
・唐董僧利墓清理簡報『考古与文物』一九九一年第四期
。西安東郊黄河機械廠唐墓清理簡報『考古与文物』一九九二年第一期
・西安東郊秦川機械廠漢唐墓葬嚢掘簡報『考古与文物』一九九二年第二期
。西安東郊唐葦美美墓嚢掘記『考古与文物』一九九二年第五期
。陳西長安隋宋折夫婦合葬墓清理簡報『考古与文物』一九九四年第一期
。江蘇武進縣湖塘郷嚢現隋唐墓『考古』一九九〇年第六期
・江蘇儀征骨浦嚢現唐墓『考古』一九九一年第二期
・西安東郊嚢現一座唐墓『考古』一九九一年第二期 (この唐墓に副葬された「四神十二
支八卦鏡」は王度『古鏡記』叙述の神鏡の図像に最も近い出土方形鏡である。)
。天水市嚢現隋唐屏風石棺床墓『考古』一九九二年第一期
。湖南益陽市大海療唐宋墓『考古』一九九四年第九期
。長治縣宋家荘唐代範澄夫婦墓『文物』一九八九年第六期
・河北清河丘家那唐墓『文物』一九九〇年第七期
0》 このM5号墓は,墓室頂部の崩壊等により攪乱を受けている可能性もあるが,報告さ
れた出土平面図の配置からみると依然原形を保っているようである。ここでは,ほぼ
原形を保持しているものと仮定して論をすすめる。
0)これについては,混同による “誤用"が定着した結果,俗に次のような使い方が現れ
-224-
「破鏡 (重園)」 の伝承とその習俗
た。
①離婚夫婦がよりを戻して復縁する意味として,
「離婚後,由於雨人都熱愛核子,最後還是破鏡重園,重新結合。」
(離婚したあとも,二人は子供を心から愛していたので,最後にはやはりよりを戻し
再婚した。)『五用成語詞典』學林出版社
「我個破鏡重園,重帰於好口巴。我是員心的,相信我 ./」(一旦別れたけれども, もう一度
や り直そうよ。私は本気だから,信じて .′)魏雅華『美神之囚』
②壊れた夫婦の伸が元に戻る,即ち仲直 りする例として,
「那雨口子之間矛盾彼深,恐伯不是簡簡単軍就能破鏡重目的。」
(あの夫婦の間はだいぶ深刻で,簡単には仲直 りしそうもない。)『中国語熟語辞典』
東方書店
「経過領導和同志個的談心、開導,他終於搬回家去住,夫婦和好如初,破鏡重回了。」
(上司と同僚たちが腹を割って話し合い諭したので,彼はついに引っ越して家に戻っ
た。夫婦はまた元通 り仲良くなり,円く収まった。)『分類成語詞典』廣東人民出版社
「市鋼鉄廠一封工人夫婦因口角而分居一年,経過調解,終於破鏡重園。」(市の鉄鋼所
の作業員夫婦が, 口論がもとで一年間別居していたが,仲裁を経てついに元の鞘に収
まった。)『漢日雙解熟語詞典』吉林教育出版社
00 相愛夫婦の例ではないが,今日の中国少数民俗イ同族の間では,相思の恋人間の例とし
て「破錢」と呼ばれる風習がある。それは,一枚の銅銭を二つに破 り,それぞれ半分
を執って永遠の誓いを立てるというものである。これは「破鏡重園」の習俗や伝承を
引くものであろうと思われる。
「【破錢】以信物定情、盟誓的方式。流行於個族。男女青年相愛後,経一段交往,雙方
情投意合,即互贈信物以定情。男子多以包頭帖、銀手錠、項圏或耳環贈女子,女子多
以個布或手錠回贈。情深意濃者則互換貼身内衣。更深一層者則 “破錢"以盟誓,即把
一枚銅錢破開,各執一半,表示生死不相離。民歌 《破錢》:“一個銅錢四個印,銅錢拿
来平半分 ;妹拿一半篤証拠,可拿一半篤把憑 ;妹見他人莫起意,毒見他人莫憂心,莫
憂心呵莫羹意,共個火塘倣伴六十春"。」(鄭博寅・張健『中国民俗辞典』商務印書舘香
港分舘 1987年)
また,「中国少数民族の間に語 りつがれている愛の物語」の一つに トンシャン族の「鏡
の面影」というのがある。 (『中国少数民族愛情故事選』甘粛人民出版社 1983年,外文
出版社 1989年)これは婚約者どうしがそれぞれ破鏡を所持し,そのお陰で二人がめで
たく円満に結ばれるというラブス トー リーである。
2' 元・無名氏『雲宙夢』二折 :祢則待酒醸花濃,月園人静,便休想瓶墜管折,鏡破銀分。
『重音類選』清腔類 。好事近 :豊料如今,翻成倣破鏡分銀,剰雨残雲。
唐『藝文類衆』巻三二引 梁・陸軍『閏怨』詩 :自憐断帯日,偏恨分銀時。
元・施恵『幽閏記』洛珠雙合 :幾年間破鏡重園,今日裏断銀重合。
く図版出典〉
唆 鵠鴛鵞鏡」(直径 13.7センチ):孔祥星『中國銅鏡固典』文物出版社 一九九二年
唆 鵠卿綬飛龍葵花鏡」(直径 20.1センチ):陳侃芥『上海博物館蔵青銅鏡』上海書豊
(1)
(2)
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出版社 一九八七年
(3)「鵠遠花枝鏡」(直径 11.2センチ):黄溶『尊古齋古鏡集景』上海古籍出版社 一九九
〇年
(4)「月宮鏡」(直径 13.9センチ):王士倫 r浙江出土銅鏡』文物出版社 一九八七年
(5)「十二支八卦鏡」:廣西壮族自治匠文物工作隊「廣西壮族自治E欽州隋唐墓」("考古』
一九八四年第二期)
(6)第38号AB墓平面図 :洛陽匠考古嚢掘隊『洛陽焼溝漢墓』中國科學院考古研究所,科
學出版社 一九五九年
(7)「方格規矩四神鏡」:同上
(8)「蟻紋鏡」:同上
(9)第19・20号墓平面図 :張彦煙・襲廷萬「四川昭化宝輪院屋基披崖墓清理記」(『考古通
訊』一九五八年第七期)
(10 M5号墓平面図 :上記(5)に同じ
0) 「破鏡重園」図 :『成語故事選編』花山文藝出版社 1983年・石家荘
く文献・資料目録〉
。孔祥星・劉一曼『中国古代銅鏡』文物出版社 一九八四年
・佐々木達夫「唐代墓副葬品の組み合わせと配置」(斎藤忠先生頌寿記念論文集刊行会『考
古学叢考』上巻,吉川弘文館 一九八八年)
・洛陽博物館『洛陽出土銅鏡』文物出版社 一九八八年
・程長新・程瑞秀『銅鏡鑑賞』北京燕山出版社 一九八九年
・張英『吉林出土銅鏡』文物出版社 一九九〇年
・呉水存『九江出土銅鏡』文物出版社 一九九三年
・周世榮『中華歴代銅鏡鑑定』紫禁城出版社 一九九二年
。徐殿魁「唐鏡分期的考古学探討」(『考古学報』一九九四年第二期)
(本稿は1991年度,名古屋学院大学研究奨励金の研究成果の一部である。)
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図1.雙鵠鴛鵞鏡 (拓本)
図3.鵠還花枝鏡 (拓本)
「破鏡 (重園)」 の伝承とその習俗
図2.雙鵠卿綬飛龍葵花鏡 (拓本)
(雙鵠月宮盤龍鏡)
図4.月宮鏡 (拓本)
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図5.十二支八卦鏡 (拓本)
名古屋学院大学外国語学部論集
図 6.
第38号AB墓
平面図 .
L日上_館米
図7.方格規矩四神鏡 (拓本)
-228-
図8.囃紋鏡 (拓本)
「破鏡 (重園)」 の伝承とその習俗
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図9.第19020号墓平面図
1.陶罐 2.壼碗 3.残陶罐 4.蓋壺 5.陶籠
6。 鉄鋏 7。小鉄刀 8.半円形陶鏡
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図 10。M5号墓平面図
4.陶罐 5。14.銅鏡 6。青資杯 7.五錬銭 8。鉄鍋 9・10・28-33.塔形陶孟
11-13・25-27.四耳陶罐 15。金髪銀 16.鉄剣 19-17.青甕碗 20。鉄刀 21.鉄器
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